
▼
有
田
市
の
ご
み
の
量
は
？

　　

県
の
調
べ
に
よ
る
と
、
有
田
市
の
１
人
あ
た

り
の
生
活
系
ご
み
の
量
は
、
県
下
９
市
で
２
番

目
に
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
１人１日あたりの

生活系ごみ排出量

御坊市 888g
有田市 867g
新宮市 735g
岩出市 730g
田辺市 717g
海南市 703g
紀の川市 675g
和歌山市 648g
橋本市 627g

出典：和歌山県の一般廃棄物
　　　　　　　　　令和 3 年度実績

有田市のごみの割合
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燃えるごみ
78％

▼
生
ご
み
っ
て
意
外
に
多
い
！

　

有
田
市
で
は
１
年
間
で
約
８
，
０
０
０
ｔ
の

ご
み
が
発
生
し
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
約
80
％

が
燃
え
る
ご
み
で
す
。
そ
し
て
一
般
的
に
は
、

燃
え
る
ご
み
の
約
40
％
が
生
ご
み
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

▼
生
ご
み
・
ほ
と
ん
ど
が
水
分

　

生
ご
み
の
水
分
量
は
約
80
％
と
い
わ
れ
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
が
水
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

こ
の
水
分
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
悪
影
響
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ご
み
収
集
業
者
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　

水
切
り
が
さ
れ
て
い
な
い
生
ご
み
の
袋
は

重
く
、
腐
敗
に
よ
る
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
猫
や
カ
ラ
ス
に
散
ら
か
さ
れ
や
す
く

な
り
、
焼
却
す
る
際
の
効
率
も
落
ち
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
生
ご
み
の
水
切
り
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
紙
・
布
を
減
ら
す
た
め
、
資
源

ご
み
回
収
を
も
っ
と
活
用
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

有
田
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
協
同
組
合

代
表
理
事　

橋は
し

本も
と　

雅ま
さ

之ゆ
き

▼
水
分
を
減
ら
す
た
め
に

●
水
切
り

　

野
菜
の
皮
な
ど
の
生
ご
み
は
水
を
切
っ
て
か

ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活

用
す
れ
ば
よ
り
手
軽
に
水
が
切
れ
ま
す
。

●
生
ご
み
処
理
機

生
ご
み
を
乾
燥
・
粉
砕
し
、
量
を
大
幅
に
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
で
は
購
入
費
の
半

額（
上
限
２
万
円
）を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
い
き
な
り
購
入
す
る
の
は
不
安
」、「
試
し
て

み
た
い
」
と
い
う
方
に
向
け
て
、
貸
出
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課　

℡
22-

３
５
６
５

６月は環境月間です ～地球環境やごみについて
　　　　　　考えてみよう～

市では、「環境と共存するま
ち」を次世代につなぐ取組と
して、こどもの頃から環境に
やさしい習慣や行動が定着す
るよう「有田市のごみ減量化・
環境美化ポスター展」を開催。
市内の小学生がポスターを描
いてくれました。
作品はこちらから→

サーキュラーエコノミーに向けて取り組もう

有田川クリーン作戦
７月 7 日（日）７時～ 

　資源が繰り返し循環するリサイクルにより、

ペットボトル製造工程における二酸化炭素排出

量の削減につながります。

出典：PET ボトルリサイクル推進協議会　年次報告書 2023

有田市を美しいまちにするため、皆様のご参加、

ご協力をお願いします。

※集合場所は、６月中旬以降にお住まいの自治

　会等にお問い合わせください。

※小雨決行

　（中止する場合は放送でお知らせします）

「ボトル to ボトル」水平リサイクルを開始！

　昨年 10 月で原油処理を停止したＥＮＥＯＳ和歌

山製造所。今後は「未来環境供給基地」をめざし、

ＳＡＦ製造の拠点化やＧＸに関連する企業の誘致

が進められています。

　これらの取組をもとに、地域資源の循環を図

るため、今は捨てられてしまっている使用済み

食用油（廃食油）を回収して利活用する仕組み

づくりを進めています。

※

　上記の仕組みをつくるため、県が使用済み食

用油回収の実証を行います。

対象者　和歌山市、海南市、有田市に設置する回

収拠点に使用済み食用油を持参できる方

回収する油　家庭から発生する植物性の食用油

開始時期　７月頃を予定

回収方法　モニター登録者に配布する専用ボトル

に使用済み食用油を入れ、回収拠点に持ち込み

回収拠点　地域のスーパーマーケット、

　公共施設等を予定　詳細はこちら→

イメージ図

※ GX（グリーントランスフォーメーション）…
　化石燃料をできるだけ使わず、クリーンなエネルギーを活用し
　ていくための変革やその実現に向けた活動

※

※ SAF…廃食油などのバイオマスを原料とする次世代の航空燃料

　今年３月、サーキュラ―エコ

ノミー（循環経済）の実現に関

する包括連携協定をＥＮＥＯＳ、

サントリーグループ、有田市の

３者で締結しました。本協定は、

サーキュラーエコノミー型産業

の振興や、資源循環を通じて

市民が自信や誇り、愛着を持っ

て暮らせるまちをつくることを

目的としています。また、県と

も連携してサーキュラーエコノ

ミーの実現に取り組んでいます。

　使用済み食用油を利活用する仕組みを構築

 使用済み食用油の回収に協力いただける
　　　　　　　　モニター登録者を募集！
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